20時間犬肺保存におけるトレハロースを含む新開発保存液の効果 by Bando, Toru



















博 士 (医 学)
医 博 第 1834号
平 成 9年 3 月 24日
学 位 規 則 第 4 条 第 1項 該 当





論文調査委員 教 授 山 岡 義 生 教 授 田 中 紘 一 教 授 人 見 滋 樹




























後130分まで術前と同等の良好な値を安定 して示 し (70分後 :303.3±7.0mmHg,130分後 :303.0±
19.6mmHg),IT-K群 (70分後 :202.6±32.OmmHg,p<0.05:VSET-K群,197.8±40.OmmHg,クエ











論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
肺保存には,Euro-Colins液 (EC)をはじめとする高K+濃度の細胞内液型組成液が臨床使用されて
いるが,その安全な保存限界は6時間程度と考えられている｡ しかし,高濃度のK+は肺血管の撃縮を
引き起こし,肺グラフトに悪影響を及ぼすことが知られている｡ 本研究ではK+濃度を低 く抑えた細胞
外液型のET-K液を開発し,このET-K液とNa+･K+組成のみが異なる高 K+濃度の細胞内液型
IT-K液の二つの新開発肺保存液を比較し,肺保存において細胞外液型所成が細胞内液型組成より適して
いるか否かを明らかにするため,20時間の犬肺保存実験を行った｡さらに対照としてEC液を用いて,同
様に20時間の犬肺保存を行った｡
雑種成犬をET-K群,IT-K群,EC群の3群に分け,それぞれの保存液で肺を4℃ で20時間浸漬保存
した｡IT-K群とEC群では肺Aush前にprostaglandinEl(25FLg/kg)を授与し肺血管撃縮を予防した｡
保存後,同種左肺移植を行い再潅流後130分まで移植肺機能を評価した｡また,保存中の肺障害を形態学
的に評価するため,20時間保存後の肺血管内皮所見を走査電顕を用いて検討した｡
移植後の酸素化能,最高気道内圧,湿乾重量比において,ET-K群はIT-K群,EC群に比較し有意に
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良好な値を示した (p<0.05)｡肺血管内皮の走査電顕所見でもET-K群はIT-K群,EC群に比べ良好
な形態が保持されていた｡
これらの結果より,肺保存では,細胞外液型保存液が細胞内液型保存液よりも適していることが推測さ
れた｡
以上の研究は肺保存における電解質組成の重要性の解明に貢献し,臓器保存法の改善に寄与するところ
が多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 1月6日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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